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警防活動時等における消防職員の安全管理の再徹底について 
 
 
平成 29 年５月８日、岩手県宮古市において、強風により屋根が剥離しそうな状態

であるとの 119 番通報により出動した消防職員が、建物２階の屋根上で命綱等による

身体の確保を行わずに当該トタン屋根を固定作業中、剥離した部分が強風にあおられ、

約９m の高さから地上まで転落し、死亡するという極めて憂慮すべき事故が発生しま

した。 
詳細な事故原因等は管轄消防本部で検証される予定ですが、各消防本部については、

今回の事故を鑑み、高所及び不安定な場所での活動時は、命綱や他隊員により身体を

確保することを徹底するとともに、「安全管理体制の整備について」（昭和 58 年７月

26 日付消防消第 90 号）及び「警防活動時等における安全管理マニュアル及び訓練時

における安全管理マニュアルの一部改正について」（平成 28 年３月 31 日付消防消第

63 号）等に基づき、安全管理体制の再点検及び安全管理マニュアルの再徹底を図るな

ど、事故防止に万全を期するようお願いします。 
また、消防庁において、消防職団員の安全管理のための全国的な情報の共有化を目

的として運用している「消防ヒヤリハットデータベース（消防職団員の事故事例の情

報収集・提供システム）」では、各消防本部から提供された事例のうち、強風時の活動

で転落の危険があった案件が複数登録されていることから、これらを含め、消防ヒヤ

リハットデータベースの活用についても留意願います。 
貴職におかれましては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処理する一部事務組

合及び広域連合を含む。）に対してこの旨周知されるようお願いいたします。 
なお、本通知は、消防組織法（昭和 22 年法律第 226 号）第 37 条の規定に基づく

助言として発出するものであることを申し添えます。 
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№ 発生日 事例

1 平成16年9月8日
○ 台風上陸時、建物２階屋根のトタンが剥がれ飛びそうになっ
ていたため、関係者及び消防隊員が屋根の上で活動をしてい
たところ、突風により転落しそうになったもの。

2 平成18年9月17日
○ 台風通過に伴う、一般住宅のトタン屋根撤去活動中に、突風
にあおられトタンと共に屋根から転落しそうになったもの。

3 平成20年4月1日
○ 民家２階屋根の上で活動中、突風によりトタン屋根がめくり
上がり、隊員が転落しそうになったもの。（暴風警報発令中）

4 平成28年8月22日
○ 台風時、小屋のトタン屋根が飛びそうという内容で出動し、ト
タン屋根の撤去及び固定を試みたところ、突発的な強風により
トタンが飛んできたもの。

5 平成28年8月22日
○ 強風により、一般住宅のトタン屋根が剥がれており、それを
固定しようと屋根に上がったところ、突風にあおられ転落しそう
になったもの。

6 平成28年12月21日
○ 木造２階建ての店舗兼住宅火災において、排煙活動のため
に屋根に上がり、開口部を設定しようとしたところ、強風にあお
られ転落しそうになったもの。

強風時の活動で転落の危険があった案件

（消防ヒヤリハットデータベースより抜粋）
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